
平成™˜年 月˜œ日 火曜日 第œ˜œ�号官 報
一

指
定
発
給
機
関
の
名
称

日
本
商
工
会
議
所

二

指
定
発
給
機
関
の
住
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
二
号

三

発
給
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
二
番
地
の
一
、
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
十
六
番
十
二
号
、

富
山
県
黒
部
市
植
木
二
十
三
番
の
一
、
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
二
丁
目
五
番
一
号
、
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

三
丁
目
二
番
二
号
、
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
二
番
地
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
八
階
、
静
岡
県
浜
松
市
中
区

東
伊
場
二
丁
目
七
番
一
号
、
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
相
生
町
六
番
十
七
号
、
静
岡
県
富
士
市
瓜
島
町
八
十
二
番
地
、

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
十
番
十
九
号
、
愛
知
県
蒲
郡
市
港
町
十
八
番
二
十
三
号
、
愛
知
県
豊
川
市
豊
川
町

辺
通
四
番
地
四
、
三
重
県
四
日
市
市
諏
訪
町
二
番
五
号
、
福
井
県
福
井
市
西
木
田
二
丁
目
八
番
一
号
、
京
都
府
京
都

市
中
京
区
烏
丸
通
夷
川
上
ル
少
将
井
町
二
百
四
十
番
地
、
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
二
番
八
号
、
兵
庫
県
神
戸

市
中
央
区
港
島
中
町
六
丁
目
一
番
地
、
広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
五
番
四
十
四
号
、
広
島
県
福
山
市
西
町
二
丁
目
十

番
一
号
、
香
川
県
高
松
市
番
町
二
丁
目
二
番
二
号
及
び
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
二
丁
目
九
番
地
二
十
八
号

四

指
定
発
給
機
関
が
行
う
発
給
事
務
の
区
分

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
に
該
当
す
る
物
品
に
係
る
発
給
事
務

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総

理

府

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
六
条

第
五
項
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
十
七
号
）
第
七
条
第
五
項
、

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
第
八
条
第
五
項
、
実
用
発
電
用

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
七
条
第
五
項
、
核
燃
料

物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総

理
府
令
第
一
号
）
第
十
三
条
第
五
項
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事

業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
五
項
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に

関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
五
項
、
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用

に
供
す
る
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
二
号
）
第
二
十
五
条
第
五
項

及
び
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成

二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）
第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
記
録
保
存
機
関
を

指
定
し
た
の
で
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
十
九
条
の
十
六
の
七
第
一
号
（
核
原
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
七
条
の
六
の
二
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則

第
九
条
の
十
五
の
二
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
十
九
条
の
十
五
の
二
、
核
燃
料
物
質
又
は
核

燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
二
十
二
条
の
十
六
の
二
、
核
燃

料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
三
十
五
条
の
十
五
の

二
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
十
二
の
二
、
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供

す
る
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
十
三
の
二
及
び
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
八
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

な
お
、
平
成
元
年
科
学
技
術
庁

通
商
産
業
省
告
示
第
十
号
（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
放
射
線
管
理
記
録
の
引
渡
し
機
関
を
指

定
す
る
件
）、
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
九
十
四
号
（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
放
射
線
管
理
記
録
の

引
渡
し
機
関
を
指
定
す
る
件
）
及
び
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
号
（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
放
射
線

管
理
記
録
の
引
渡
し
機
関
を
指
定
す
る
件
）
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

一

名
称

財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
（
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十
日
に
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
と
い
う
名
称

で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
九
番
十
六
号

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
六
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
三
号
、
第
二
十

五
号
及
び
第
二
十
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
等（
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条

削
除

第
十
三
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
八
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
九
十
三
号

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
六
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
十
五
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
記
録
保
存
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
四
十
四
条
の
七
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

一

名
称

財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
（
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十
日
に
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
と
い
う
名
称

で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
九
番
十
六
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）第
百
二
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

昭
和
四
十
四
年
建
設
省
告
示
第
千
七
百
二
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

題
名
中
「
開
け
る
」
を
「
開
く
」
に
改
め
る
。

第
一
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
開
け
る
」
を
「
開
く
」
に
、「
次
に
」
を
「
、
次
に
」
に
改
め
、第
一
第
一
号
中「
向

つ
て
開
け
る
」
を
「
向
か
つ
て
開
く
」
に
改
め
、
第
一
第
二
号
中
「
向
つ
て
開
け
る
」
を
「
向
か
つ
て
開
く
」
に
、「
附

室
」
を
「
付
室
」
に
、「「
壁
の
上
部
」」
を
「
壁
の
上
部
」
に
改
め
、
第
一
第
三
号
中
「
向
つ
て
開
け
る
」
を
「
向
か
つ

て
開
く
」
に
、「
、
常
時
」
を
「
常
時
」
に
改
め
、
第
一
第
四
号
中
「
附
室
」
を
「
付
室
」
に
改
め
る
。

第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二

排
煙
設
備
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と

す
る
。

一

最
上
部
を
直
接
外
気
に
開
放
す
る
排
煙
風
道
に
よ
る
排
煙
設
備

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す

る
。

イ

排
煙
設
備
の
排
煙
口
、
排
煙
風
道
、
給
気
口
、
給
気
風
道
そ
の
他
排
煙
時
に
煙
に
接
す
る
排
煙
設
備
の
部
分

は
、
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

ロ

排
煙
口
は
、
開
口
面
積
を
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
第
一
第
二
号
の
例
に
よ
り
設
け
、
か
つ
、
排
煙
風

道
に
直
結
す
る
こ
と
。

ハ

排
煙
口
に
は
、
第
一
第
四
号
の
例
に
よ
り
手
動
開
放
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

ニ

排
煙
口
は
、
ハ
の
手
動
開
放
装
置
、
煙
感
知
器
と
連
動
す
る
自
動
開
放
装
置
又
は
遠
隔
操
作
方
式
に
よ
る
開

放
装
置
に
よ
り
開
放
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
閉
鎖
状
態
を
保
持
し
、
か
つ
、
開
放
時
に
排
煙
に
伴
い
生
ず
る
気

流
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
の
戸
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
有
す
る
こ
と
。

ホ

排
煙
風
道
は
、
内
部
の
断
面
積
を
六
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
鉛
直
に
設
け
る
こ
と
。

ヘ

給
気
口
は
、
開
口
面
積
を
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
付
室
の
床
又
は
壁
の
下
部
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が

天
井
の
高
さ
の
二
分
の
一
未
満
の
部
分
を
い
う
。）に
設
け
、
か
つ
、
内
部
の
断
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

で
直
接
外
気
に
通
ず
る
給
気
風
道
に
直
結
す
る
こ
と
。

ト

電
源
を
必
要
と
す
る
排
煙
設
備
に
は
、
予
備
電
源
を
設
け
る
こ
と
。

チ

電
源
、
電
気
配
線
及
び
電
線
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
二
十
九
号
の
規
定
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

リ

火
災
時
に
生
ず
る
煙
を
付
室
か
ら
有
効
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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